
蒸発光散乱検出器の応用（その3）�
界面活性剤の分析�

Application of  Evaporative Light-Scattering Detector (Part 3)

Analysis of Surfactants

■陰イオン界面活性剤の分析�
Analysis  of  Anionic Surfactants

蒸発光散乱検出器ELSD-LTは，揮発性化合物を除くほ

とんどの化合物を検出することができ，かつグラジエン

ト溶出法が適用できるため，UV吸収がなく示差屈折率検

出器によるアイソクラティック分析しかできなかった成

分に有効な分析手段を提供します。�

ELSD-LTの応用例につきましては，アプリケーション

ニュースNo.L290（トリグリセリド），No.L294（オリゴ糖）

でご紹介していますが，ここでは界面活性への応用として，

陰イオン界面活性剤，非イオン性界面活性剤の分析例を

ご紹介します。�

M.Mikami

Table 1　分析条件�
Analytical Conditions

Fig.1は，直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

（LAS）5成分（アルキル基：C10～14）の分析結果です。

各成分濃度0.1g/Lの標準液を20μL注入しています。LAS

の分析では，ODSカラムと水／アセトニトリル混合液に

過塩素酸ナトリウムを添加した移動相との組み合わせが

一般に用いられますが，ELSDでは，移動相に添加する塩

類は揮発性である必要があるため，ここでは酢酸アンモ

ニウムを用いています。また，カラムには保持の弱いC4

タイプを用いました。その分析条件をTable 1に示します。

Fig.2は，家庭用合成洗剤の分析例（0.7g/L，20μL注入）

です。�
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HIGH PERFORMANCE LIQUID CHROMATOGRAPHY

SHIMADZU APPLICATION NEWS
島津アプリケーションニュース�

●高速液体クロマトグラフィー�
No.L298A

LAAN-A-LC004A

Fig.2　家庭用合成洗剤のクロマトグラム（0.7g/L， 20μL注入）�
Chromatogram of Commercial Laundry Detergent
(0.7g/L, 20µL inj.)

Fig.1　LASのクロマトグラム（各0.1g/L， 20μL注入）�
Chromatogram of LAS(0.1g/L each, 20µL inj.)

Column
Mobile Phase

Flow Rate
Temperature
Detection

:Jupiter C4 (150mmL.×4.6mmI.D.)
:A:10mM Ammonium Acetate 
 B:Acetonitrile
 Linear gradient:B 35%→70%, 20min
:1.0mL/min.
:40˚C
:ELSD-LT

Temperature  :35˚C
Gain               :7
Nebulizer Gas:N2 
Gas Pressure  :350kPa



No.L298A

非イオン界面活性剤は，エーテル型，エーテルエステ

ル型，エステル型および含窒素型などに分類されます。

一般に，UV吸収を持たない成分も多く，極性に差がある

成分の分析には，グラジエント溶出が可能なELSD-LTが

最適です。�

Fig.4は，トリトン系界面活性剤（ポリオキシエチレン-

p-t-オクチルフェニルエーテル）であるTriton X-100とヘ

プタエチレングリコールモノドデシルエーテル標準液（各

0.2g/L，20μL注入）の分離例です。Triton X-100はUV検

出器で検出可能ですが，ヘプタエチレングリコールモノ

ドデシルエーテルはUV吸収がないため，ELSD-LTを用い

てグラジエント溶出による分析を行っています。Fig.5は，

ブリジ系界面活性剤（ポリオキシエチレンアルキルエー

テル）であるBrij 35標準液（0.2g/L，20μL注入）の分析

例です。分析条件をTable 2に示します。�

■非イオン性界面活性剤�
Analysis  of  Nonionic Surfactants

Table 2　分析条件�
Analytical Conditions

Column
Mobile Phase

Flow Rate
Temperature
Detection

:Jupiter C4(150mmL.×4.6mmI.D.)
:A:Water, B:Acetonitrile
 Linear gradient B 35%→70%, 20min
:1.0mL/min.
:40˚C
:ELSD-LT

Temperature  :35˚C
Gain               :7
Nebulizer Gas:N2
Gas Pressure  :350kPa

(CH3)3CCH2C(CH3)2 (CH2CH2O)nH

(n=9,10)

C12H25     O     (CH2CH2O)7H C12H25     O     (CH2CH2O)23H

Brij 35ヘプタエチレングリコール�
モノドデシルエーテル�
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Fig.5　Brij 35のクロマトグラム（0.2g/L， 20μL注入）�
Chromatogram of Brij 35(0.2g/L, 20µL inj.)

Fig.3　各成分の構造�
Structure of Surfactants

Fig.4　Triton X-100とヘプタエチレングリコールモノドデシル�
エーテルのクロマトグラム（各0.2g/L， 20μL注入）�
Chromatogram of Triton X-100 and Heptaethylene
Glycol Monododecyl Ether(0.2g/L each, 20µL inj.)

分析計測事業部�
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